
※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを 記入。

到達目標
D

照明コ ースを 選択する ・ し
ない関係なし にコ ン サート
照明と いう 仕事を 理解し 、
他セク ショ ン と 協働でき
る 。

照明の仕事に対し て意欲的
でコ ースはほぼ決定だが、
他の仕事に対する 理解が低
い。

自分が進むべき コ ースが分
かっ ていて、 コ ース選択に
対し て不安がない。

興味のある コ ースの授業に
し か積極的になれず、 基本
的に授業中は積極的に参加
し ない。

ふつう あと 少し

自分が進むべき コ ースが分
かっ ていて、 コ ース選択に
対し て不安がない。

興味のある コ ースの授業に
し か積極的になれず、 基本
的に授業中は積極的に参加
し ない。

全てのコ ースに対し て興味
がなく 、 技術や知識の習得
を し よ う と し ない。

自分が進むべき コ ースが分
かっ ていて、 コ ース選択に
対し て不安がない。

興味のある コ ースの授業に
し か積極的になれず、 基本
的に授業中は積極的に参加
し ない。

全てのコ ースに対し て興味
がなく 、 技術や知識の習得
を し よ う と し ない。

優れている よ い

到達目標
A

制作コ ースを 選択する ・ し
ない関係なし にコ ン サート
制作と いう 仕事を 理解し 、
他セク ショ ン と 協働でき
る 。

制作の仕事に対し て意欲的
でコ ースはほぼ決定だが、
他の仕事に対する 理解が低
い。

企画コ ースを 選択する ・ し
ない関係なし にイ ベン ト 企
画と いう 仕事を 理解し 、 他
セク ショ ン と 協働でき る 。

企画の仕事に対し て意欲的
でコ ースはほぼ決定だが、
他の仕事に対する 理解が低
い。

到達目標
B

到達目標
C

舞台コ ースを 選択する ・ し
ない関係なし にコ ン サート
舞台と いう 仕事を 理解し 、
他セク ショ ン と 協働でき
る 。

舞台の仕事に対し て意欲的
でコ ースはほぼ決定だが、
他の仕事に対する 理解が低
い。

自分が進むべき コ ースが分
かっ ていて、 コ ース選択に
対し て不安がない。

科目名 コ ンサート プロダク ト １  [ 基礎実習] 年度 2024

Concer t  Pr oduct -1 [ Basi c Tr ai ni ng] 学期 前期

単位数 8 種別※ 実習

英語科目名

学科・ 学年 コ ンサート ・ イ ベント 科照明コ ース １ 年次 必／選 必 時間数 240

担当教員 小山慶・ 島立麦人・ 森岡重樹・ 小峰建・ 吉野雄一郎・ 嶋田円歌 教員の実務経験 有 実務経験の職種 音楽・ イ ベント 系企業

【 科目の目的】

入学から ３ か月間は「 基礎実習期間」 と 定め、 ５ コ ース（ コ ン サート 制作、 イ ベン ト 企画、 コ ン サート Ｐ Ａ 、 コ ン サート 照明、
コ ン サート 舞台） すべての基礎知識を 学ぶ期間と する 。 コ ース選択は夏ごろ を 予定し ており 、 それまでの間に各コ ースの内容＋
αと し て特別講義を 設け、 それぞれ３ 回ずつの実習の機会を 設ける 。

【 科目の概要】

基礎実習ロ ーテーショ ン 中はすべてのコ ースで安全管理に努め、 知識や技術以前に安全に対する 意識の向上を 図っ ていく 。 その
他、 セク ショ ン を 問わず挨拶やコ ミ ュ ニケーショ ン ができ る こ と 、 時間を 守る こ と ができ る こ と についても 厳し く 指導し 、 音楽
業界・ イ ベン ト 業界で働く ための素質を 培っ ていく 。 ３ か月の基礎実習期間を 終了する と き にはすべての学生が進路の方向性を
定めて、 納得でき る コ ース選択ができ る よ う にする 。 また２ 年生の就職活動の際に就職先の視野を 広げる こ と も 大事な到達目標
である 。

【 到達目標】

・ Ａ [ 制作] ： コ ン サート が企画さ れてから 本番当日を 迎える までの流れについて
・ Ｂ [ 企画] ： 新商品発表イ ベン ト を 想定し て台本を 作成、 イ ベン ト のシミ ュ レ ーショ ン まで
・ Ｃ [ 舞台] ： 舞台監督、 大道具を 基軸に、 様々な舞台の構成要素と なる も のの学習と 実践
・ Ｄ [ 照明] ： 機材セッ ティ ン グを 実際に行い、 吊り 物に関する 安全管理と 照明の仕事について学ぶ
・ Ｅ [ Ｐ Ａ ] ： 機材セッ ティ ン グを 実際に行い、 安全管理と 音の信号の流れと 操作を 学ぶ

【 授業の注意点】

失敗する 事が問題ではなく 、 分から ない事を そのままにし ておく 事が問題の為、 自ら 積極的に授業に参加し コ ミ ュ ニケーショ ン
も 重視する 。 厳し く 対応する 。 理由のない遅刻や欠席は認めない。 ( 遅刻・ 欠席の場合、 授業開始15分前までに必ず教員室に連
絡を 入れる 事。 ) ただし 、 授業時数の４ 分の３ 以上出席し ない者は評価し ない。

評価基準＝ルーブリ ッ ク

ルーブリ ッ ク
評価

レ ベル５ レ ベル４ レ ベル３ レ ベル2 レ ベル１

要努力

全てのコ ースに対し て興味
がなく 、 技術や知識の習得
を し よ う と し ない。

到達目標
E

興味のある コ ースの授業に
し か積極的になれず、 基本
的に授業中は積極的に参加
し ない。

全てのコ ースに対し て興味
がなく 、 技術や知識の習得
を し よ う と し ない。

全てのコ ースに対し て興味
がなく 、 技術や知識の習得
を し よ う と し ない。

【 教科書】

舞台・ テレ ビ ジョ ン 照明＜基礎編＞( 日本照明家協会出版) 、 現場で役立つ舞台関係用語集ステージ・ PA・ 照明用語事典( リ ッ
ト ーミ ュ ージッ ク )

【 参考資料】

【 成績の評価方法・ 評価基準】

＊試験は授業内容の理解度を 確認する ために実施する 。
＊宿題や見学のレ ポート などを 真剣に取り 組んでいる か、 提出状況によ っ て評価する 。
＊積極的な授業参加度、 授業態度によ っ て評価する 。

Ｐ Ａ コ ースを 選択する ・ し
ない関係なし にコ ン サート
Ｐ Ａ と いう 仕事を 理解し 、
他セク ショ ン と 協働でき
る 。

Ｐ Ａ の仕事に対し て意欲的
でコ ースはほぼ決定だが、
他の仕事に対する 理解が低
い。

自分が進むべき コ ースが分
かっ ていて、 コ ース選択に
対し て不安がない。

興味のある コ ースの授業に
し か積極的になれず、 基本
的に授業中は積極的に参加
し ない。
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自己評価： S： と ても よ く でき た、 A： よ く でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なかっ た

備考 等

3
コ ン サート
舞台

基礎実習

4

科目名 コ ン サート プロ ダク ト １  [ 基礎実習]

2
イ ベン ト
企画

コ ン サート
Ｐ Ａ

基礎実習

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得する スキル

1
コ ン サート
制作

基礎実習 運営と は

宣伝と は

2024

Concer t  Pr oduct -1 [ Basi c Tr ai ni ng] 学期 前期

授業内容

制作と は

2現地を 見学する

運営と は 当日のイ ベン ト 運営の行い方について

舞台監督 舞台監督と いう 仕事について

2箱馬と 平台で山台を 作る 、 ロ ープワーク

基礎実習

企画と は どのよ う に企画が生まれる のか

楽屋と は 楽屋のセッ ティ ン グについて

2

コ ン サート
照明

基礎実習

映像の様々な種類の仕事や業務を 理解する

ク ラ イ アン ト の演出意図に沿っ た制作と は？

進化する 映像の使われ方に沿っ た施工や本番

5

アン プを 理解する

施設概要

年度

6
楽器
テク ニシャ ン

基礎実習

7 施設見学 KT Zepp Yokohama

見学レ ポート を 作成し て提出

施設概要を 理解する

8 施設見学 Zepp Haneda

施設概要を 理解する

14

施設見学 横浜アリ ーナ 2

2

2

2

イ ベン ト 会社と は

現地を 見学する

見学レ ポート を 作成し て提出

電飾の仕事を 理解する

レ ポート 提出

電飾と は

機材について

結婚式・ 披露宴と は

ブラ イ ダルプラ ン ナーの仕事と は

電飾で用いら れる 機材と 操作について

実際に機材に触れて操作を 行っ てみる

施工と 本番

婚礼と は

プラ ン ニン グ

各会場について

施設概要

施設概要

実地見学

実地見学

レ ポート 提出

ホテルと は

音響・ 照明

営業周り について

9

10 特別講義 電飾・ 特殊効果

11 特別講義 映像

12 特別講義
ブラ イ ダル
プラ ン ナー

13 特別講義
ホテル
オペレ ーショ ン

オペレ ーショ ン

映像と は

コ ン テン ツ 制作

特別講義
イ ベン ト
プロ デュ ーサー

フ リ ーラ ン ス

企業について

それら の仕事

関係性を 理解する

受注から 打ち 合わせ、 プラ ン ニン グについて

フ リ ーで仕事を する と いう こ と について

業界を 取り 巻く 企業について

実際の仕事の流れ

2どの企業がどの職務を 担っ ている のか

企業間の関係性を 理解する

様々な用途に対応する 会場について

宴会場・ バン ケッ ト と は

コ ン サート 以外での技術の仕事について

仕事の受注から 本番までの流れについて

イ ベン ト 会社はどんな会社、 について

2

2

15 特別講義 業界相関図

評価方法： 1. 小テスト 、 2. パフ ォ ーマン ス評価、 3. その他

使用機材のセッ ティ ン グについて

機材の操作について

使用する 機材・ 色について

演出について

楽器の仕事と は

コ ン サート の作ら れ方

2当日のコ ン サート 運営の行い方について

プロ モーショ ン において大切なこ と

舞台美術

舞台の仕込み

Ｐ Ａ と は

機材について

フ ェ ーダーワーク

照明と は

機材について 学校で用いる 照明機材各種について

2

2実地見学

レ ポート 提出

ド ラ ムの組み方

図面通り にバミ リ と 山台と 吊り も のを 仕込む

コ ン サート 音響の仕事について理解する

2

現地を 見学する

見学レ ポート を 作成し て提出

2

現場の実例を 元に仕事内容を 紹介

ド ラ ムセッ ト の仕組みを 理解し セッ ト する

アン プの種類・ 特性を 理解する

施設概要を 理解する

ピ ン スポッ ト 等と 合わせ演出を 行う



※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを 記入。

到達目標
D

「 創造性」 のあるイ ベント 企
画をPowerPoi ntを用いて、 受
け手に明確に伝わる構成・ 言
葉でプレゼンテーショ ンを行
う 事ができ る。

「 創造性」 のあるイ ベント 企
画をPowerPoi ntを用いて、 受
け手に明確に伝わる構成・ 言
葉でプレゼンテーショ ンを行
う 事ができ る。

イ ベント 企画をPowerPoi ntを
用いて、 プレゼンテーショ ン
を行う 事ができ る。

イ ベント 企画をPowerPoi ntを
用いて、 プレゼンテーショ ン
を行う 事ができ る。

ふつう あと 少し

イ ベント の構造を理解し 、 イ
ベント 企画を「 立案」 「 提
案」 をする事ができ る

イ ベント の構造を理解し 、 イ
ベント 企画を「 立案」 「 提
案」 をする事ができ る

イ ベント の構造を理解せず、
「 創造性」 のあるイ ベント 企
画を提案する事ができ ない

イ ベント 制作の趣旨を理解
し 、 Mi cr osof t  Of f i ceや
Phot oshopやI l l ust r at orを駆
使し た企画概要書・ 宣伝ツー
ルを作成する事ができ る

イ ベント 制作の趣旨を理解
し 、 Mi cr osof tOf f i ceを使用
し た企画概要書の作成をする
事ができ る

イ ベント 制作の趣旨を理解せ
ず、 企画概要書の作成を行う
事ができ ない。

優れている よい

到達目標
A

イ ベント の構造を理解し 、
「 創造性」 のあるイ ベント 企
画を「 立案」 「 提案」 をする
事ができ る

イ ベント の構造を理解し 、
「 創造性」 のあるイ ベント 企
画を「 立案」 「 提案」 をする
事ができ る

イ ベント 制作の趣旨を理解
し 、 6W2Hに基づき Mi cr osof t  
Of f i ceやPhot oshopや
I l l ust r at orを駆使し た企画
概要書・ 宣伝ツールを作成す
る事ができ る

イ ベント 制作の趣旨を理解
し 、 6W2Hに基づき Mi cr osof t  
Of f i ceやPhot oshopや
I l l ust r at orを駆使し た企画
概要書・ 宣伝ツールを作成す
る事ができ る

到達目標
B

到達目標
C

チームディ スカ ッ ショ ンの際
に「 自分が伝えたい事」 を伝
え、 「 相手の言葉を理解す
る」 事ができ 、 協調性と 積極
性を兼ね備えている。

チームディ スカ ッ ショ ンの際
に「 自分が伝えたい事」 を伝
え、 「 相手の言葉を理解す
る」 事ができ 、 協調性と 積極
性を兼ね備えている。

チームディ スカ ッ ショ ンの際
に「 自分が伝えたい事」 を伝
える事ができ る積極性を持っ
ている。

科目名 コ ンサート プロダク ト ２  [ イ ベント 企画コ ース] 年度 2024

Concer t  Pr oduct -2 [ Pl anni ng] 学期 後期

単位数 8 種別※ 実習

英語科目名

学科・ 学年 コ ンサート ・ イ ベント 科 イ ベント 企画コ ース １ 年次 必／選 必 時間数 240

担当教員 森岡重樹・ 小山慶 教員の実務経験 有 実務経験の職種 イ ベン ト プラ ン ナー

【 科目の目的】

コ ンサート のみなら ず、 さ まざまなイ ベント の企画・ 制作・ 運営を通じ て就職へ繋がる人間力の向上、 強化を目的と する。
イ ベント の企画立案、 実施に必要と なる知識や技術、 コ ミ ュ ニケーショ ン能力を身に付ける。
いかに集客し 、 お客様に何を提供するのか？何をすればいいのか？などビジネスと し て成立さ せるための視野を広げる。
情報を発信する側の立場と し て、 常に新し い情報を取り 入れるこ と を目指す。
臨機応変に対応でき る調整力、 企画力を獲得し 、 こ れから のコ ンサート 、 イ ベント を作っ ていく 人材を育成する。

【 科目の概要】

6W2Hを元に、 「 なぜ」 いつ、 どこ で、 何を、 どのよう にするのか？　 イ ベント の企画・ 運営を反復実践する。
実際に学内、 学外の会場にてイ ベント を展開する。
イ ベント 制作に必須と なるPCスキル（ Wor d , Excel  , Power poi nt  , Phot oshop , I l l ust r at or ） を実践形式で学ぶ。
ビジネスコ ミ ュ ケーショ ンツール（ 電話、 メ ール、 オンラ イ ンミ ーティ ングツール） のスキルを習得する。
社団法人日本イ ベント 産業振興協会が主催するイ ベント 検定を取得する。

【 到達目標】

実習を通し てイ ベント 企画スタ ッ フ と し ての業務の内容を理解する。
また、 イ ベント 企画に必要な発想力やプレゼンテーショ ン能力やコ ミ ュ ニケーショ ン能力を高める事を目標と する。
学内イ ベント 、 ホールイ ベント や外部会場を使っ た修了イ ベント を通じ てイ ベント の企画やブッ キング、 宣伝プラ ンの作り 方や、 運営の方法、
マーケティ ングを実践する事でイ ベント 企画スタ ッ フ と し ての基礎的なスキルを理解する。

【 授業の注意点】

学生間・ 教員と 学生のコ ミ ュ ニケーショ ンを重視し キャ リ ア形成の観点から 、 授業中の私語や受講態度などには厳し く 対応する。 授業に出席す
るだけでなく 、 社会への移行を前提と し た受講マナーで授業に参加するこ と を求める。 授業時数の４ 分の３ 以上出席し ない者は定期試験を受験
するこ と ができ ない。

評価基準＝ルーブリ ッ ク

ルーブリ ッ ク
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力

イ ベント 企画をプレゼンテー
ショ ンする事ができ ない。

到達目標
E

チームディ スカ ッ ショ ンの際
に「 自分が伝えたい事」 を伝
える事ができ る積極性を持っ
ている。

協調性がなく 、 他人と の円滑
なコ ミ ュ ニケーショ ンを取る
事ができ ない。

イ ベント 内容を理解せず、 円
滑な運営を行う 事ができ な
い。

【 教科書】

資料を 配布する 。 参考書・ 参考資料等は、 授業中に指示する 。

【 参考資料】

【 成績の評価方法・ 評価基準】

＊積極的な授業参加度、 授業態度によ っ て評価する 。
＊授業内容の理解度を 確認する ために実施する 。
＊グレ ード テスト を 定期的に行う 。

イ ベント を運営するに当たっ
て、 進行スケジュ ール・ 緊急
時対応を理解し た上で明確な
指示出し ・ 円滑な運営を行う
事ができ る。

イ ベント を運営するに当たっ
て、 進行スケジュ ール・ 緊急
時対応を理解し た上で明確な
指示出し ・ 円滑な運営を行う
事ができ る。

イ ベント 運営時に指示出し ・
運営を行う 事ができ る。

イ ベント 運営時に指示出し ・
運営を行う 事ができ る。



回数
評価
方法

自己
評価

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

自己評価： S： と ても よく でき た、 A： よく でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なかっ た

備考 等

3 会場見学
会場の仕組みを学ぶと と も に
イ ベント の特徴に合わせた会
場の選択

4

科目名 コ ン サート プロ ダク ト ２

2
イ ベン ト の
基礎知識

イ ベント 制作の
基礎

プレゼンテーショ ン
ツールの使用スキル
習得

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1
イ ベン ト を
作る と は？

企画立案から
運営までの
基本的な仕事内容を
理解する

6W2Hと は？

アイ ディ アと は

2024

学期 後期

授業内容

ビジネスマナー

2"予算"を理解し 、 予算表の作成・ 配分方法について理解する。

ビジネス用語 外部企業と のやり と り をする上での基本的な用語を理解する

屋内会場・ 舞台機構 屋内会場における舞台機構について理解を深める

2屋外での会場設営、 電源使用・ 引き 回し について学ぶ

イ ベント 業界に
おける用語の理解

舞台用語 ステージイ ベント を展開する上での基本的な用語を理解する

使用する機材の名称 イ ベント を実施する上で必須機材の名称を理解する

2

イ ベント 制作の
基礎

イ ベント 進行の
理論・ 手法

空間演出に関わる基本的な用語、 技法を理解する

会場全体の配置、 必要備品製作スケジュ ールの作成

備品類の発注調達、 及び製作

5

プレゼンテーショ ン２

主催・ 共催・ 後援・ 協賛と は

年度

6
イ ベント 制作の
基礎

イ ベント の
企画立案を体験する

7
イ ベント 制作の
ブッ キング

出演者起用に
当たっ ての基本を理解する

セク ショ ン毎に本番に向けた準備作業

学内外へのチラ シの配布、 貼り 出し を行う 。

8
イ ベント 制作の
基礎

イ ベント 実施準備

採用さ れた企画書から 実施概要を作成

14

イ ベン ト 広報
イ ベント をより 広める方法・
手段を身に付ける 2

2

2

1

設営・ リ ハーサル

マスメ ディ ア、 SNSの仕組み、 タ ーゲッ ト 層を理解し 、 運用する。

区や市、 自治体などと 連携し ての広報活動を理解する。

イ ベント 開催における様々な用語について理解する

広報活動③

演出上の用語

演出機器

イ ベント 検定試験に向けた試験対策講座を受講

イ ベント 検定試験に向けた試験対策講座を受講

様々な演出機器による演出について理解する。

映像の基本的な知識を学習し 、 演出効果を理解する。

備品類調達・ 製作

イ ベント 検定講座①

イ ベント 検定講座②

イ ベント 検定講座③

実施概要作成

広報活動①

広報活動②

予算策定

宣伝ツールの作成

読み合わせ

設営リ ハーサル

進行リ ハーサル

9

10 演出手法・ 機材
イ ベント をより 盛り 上げるた
めの様々な演出を理解する

11
イ ベント 会場の
空間演出

イ ベント に没入さ せるための
様々な空間作り を理解する

12
イ ベント 検定
対策講座・ 試験

日本イ ベント 産業振興協会主
催JACEイ ベント 検定取得のた
め

13
修了イ ベント
シミ ュ レーショ
ン・ 最終確認

シミ ュ レーショ ンを実施し 、
想定外に対する修正・ 調整力
を身につける

映像

空間演出

施工計画の策定

修了イ ベン ト 本
番

イ ベント の実施

イ ベント の反省

イ ベント の反省・ 振り 返り

報告書の作成

報告

運営を行い、 イ ベント 制作・ 企画・ 運営スキルを習得する。

イ ベント の反省会を実施。 次回イ ベント に向けて改善点を確認する。

イ ベント 実施時の反省と 検証、 次回へ向けて課題確認・ 対策する。

イ ベント 運営

3イ ベント 終了報告書を作成し 、 報告の重要性を理解する。

イ ベント 終了報告書を作成し 、 報告の重要性を理解する。

イ ベント 検定試験に向けた試験対策講座を受講

運営マニュ アル/進行台本の読み合わせ

会場設営の検証を行う

イ ベント 進行を模擬的に実施検証を行う

設営・ リ ハーサルを行い、 設営の技術を身につける。

2

2

15 総括
修了イ ベント の振り 返り と 今
後に向けて

評価方法： 1. 小テスト 、 2. パフ ォ ーマンス評価、 3. その他

Phot oshopの使用スキルを身につける

I l l ust r at orの使用スキルを身につける

イ ベント 進行・ 進行表と は

必要資料の理解3

アイ ディ アワーク

挨拶、 返事、 報・ 連・ 相を実践し 身につける

2物事には理由がある、 と いう こ と を常に意識し た行動を身につける

ブレイ ンスト ーミ ング、 アイ ディ アソ ンを用い発想力を導き 出す

屋外会場・ 電源まわり

会場使用の制約・ 安全の確保

PowerPoi nt講座

Phot oshop講座

I l l ust r at or講座

必要資料の理解1

必要資料の理解2 進行台本と は

2

2ブッ キング

協賛獲得

プレゼンテーショ ン１

会場の使用制限や安全管理マニュ アル、 避難方法について学ぶ

より 魅力的なプレゼンを目指し 、 PowerPoi ntのスキルを身につける

2

ステージイ ベント 出演者・ MC・ ワーク ショ ッ プ担当講師のアレンジ・ 出
演依頼の方法について学ぶ

イ ベント に則し た企業探し 、 協賛を依頼

2

模擬課題に基づき 、 アイ ディ アを引き 出し グループ企画にまと める

プレゼンテーショ ン資料の作成

企画の採用を目指し 、 各グループで企画を売り 込む

イ ベント を主催・ 共催、 後援・ 協賛などイ ベント の基本的構造を理解す
る

ステージイ ベント 進行を体験する



※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを 記入。

科目名 コ ンサート プロダク ト ２  [ コ ンサート 制作コ ース] 年度 2024

Concer t  Pr oduct -2 [ Pr oduct i on] 学期 後期

単位数 8 種別※ 実習

英語科目名

学科・ 学年 コ ンサート ・ イ ベント 科 コ ンサート 制作コ ース １ 年次 必／選 必 時間数 240

担当教員 吉野　 雄一郎 教員の実務経験 有 実務経験の職種 マネージャ ー

【 科目の目的】

コ ンサート ・ イ ベント の企画立案から 制作、 宣伝、 当日の運営まで行う こ と で、 コ ンサート 制作を相対的に理解する。
コ ンサート も イ ベント も 多種多様に幅が広く なっ てき ている現状を受け、 既存の常識だけでなく 常に新し い情報を取り 入れ、 臨機応変に対応で
き る調整
力、 企画力を獲得し 、 こ れから のコ ンサート 、 イ ベント を作っ ていく 人材を育成する。
そし て、 コ ンサート 、 イ ベント 制作を通し て就職へ繋がる人間力を向上、 強化を目的と する。

【 科目の概要】

コ ン セプト メ イ キン グやラ イ ブ会場の研究など、 企画書作成のノ ウハウを 学びます。

【 到達目標】

実践的な実習を 通し て、 コ ン サート の制作スタ ッ フ と し てそれぞれの役割を 理解し 、 組織の中で機能でき る 能力を 持つ事を 目標と
する 。 1年次に実施する ラ イ ブハウス制作実習、 片柳記念ホールでのホール実習や修了公演を 通じ て、 コ ン サート の企画やアー
ティ スト のブッ キン グ、 宣伝プラ ン の作り 方や運営の方法、 マーケティ ン グを 実践する 事で制作スタ ッ フ と し ての基礎的なスキル
と コ ミ ュ ニケーショ ン 力を 身につける 。

【 授業の注意点】

学生間・ 教員と 学生のコ ミ ュ ニケーショ ン を 重視し キャ リ ア形成の観点から 、 授業中の私語や受講態度などには厳し く 対応する 。
授業に出席する だけでなく 、 社会への移行を 前提と し た受講マナーで授業に参加する こ と を 求める 。 授業時数の４ 分の３ 以上出席
し ない者は定期試験を 受験する こ と ができ ない。

評価基準＝ルーブリ ッ ク

ルーブリ ッ ク
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力ふつう あと 少し

マネージメ ント に関し て理解し 、 「 人」 「 物」 「 お金」
「 時間」 を管理する為に必要な「 行動

力」 を習得し ている。

マネージメ ント スキルを身に
つけていなく 、 「 人」 「 物」
「 お金」 「 時間」 を管理する

為に必要な「 行動
力」 を念頭に置き ながら 行動

ができ ていない。

400名キャ パシティ ーである
Al chemy-St ageでコ ンサート
やイ ベント 制作・ 運営するこ

と ができ る。

100名キャ パシティ ーである
BOX-STAGEでコ ンサート やイ
ベント 制作・ 運営するこ と が

でき る。

コ ンサート やイ ベント 制作・
運営するこ と ができ ない。

優れている よい

到達目標
A

マネージメ ント スキルを身につけ、 「 人」 「 物」 「 お金」
「 時間」 を管理する為に必要な「 行動

力」 を念頭に置き ながら 、 趣味嗜好では無く 「 プロ」 と し
ての意識を持つこ と ができ る。

到達目標
B

4000人収容のコ ンサート やイ
ベント の制作、 運営、 知識と
経験を身に着け、 応用するこ

と ができ る。

4000人収容のコ ンサート やイ
ベント の制作、 運営、 知識と

経験を身に着けている。

チームディ スカ ッ ショ ンの際、 自分が伝えたい事をより 明
確に相手に伝えるこ と ができ 、 自分で考える事が習慣付い
ている。 チームの一員と し て協調性、 積極性を保つ事がで

き る。

チームディ スカ ッ ショ ンの際、 自分が伝えたい事をより 明
確に相手に伝えるためにはどのよう にし たら 良いか、 自分

で考える事ができ る。

到達目標
C

I l l ust r at orやPhot oshopの他
に動画編集の操作技術を習

得。 宣伝剤用の作成するこ と
ができ 、 プロモーショ ン活動

をするこ と ができ る。

宣伝に関する知識やAdobe系
ツール操作技術の習得し 、 プ
ロモーショ ン計画をし 実行す

るこ と ができ る。

I l l ust r at orやPhot oshopを使
用し 、 宣伝剤用の作成するこ
と ができ 、 プロモーショ ン活

動をするこ と ができ る。

手書き で宣伝材料を作成し 、
プロモーショ ンするこ と がで

き る。

宣伝に関する知識を身につけ
ていなく 、 プロモーショ ンす

るこ と ができ ない。

チームディ スカ ッ ショ ンがで
き なく 、 協調性がない。

到達目標
D

到達目標
E

コ ンサート の本番に向けた準備において、 全セク ショ ンの
作業まで把握し 、 円滑に作業を進めるこ と でき る。

コ ンサート の本番に向けた準備作業を進めるこ と でき る。
段取り を理解し ている。

コ ンサート の本番に向けた準
備作業を進めるこ と ができ な
い。 段取り を把握し てない。 									

【 教科書】

資料を 配布する 。 参考書・ 参考資料等は、 授業中に指示する 。

【 参考資料】

資料を 配布する 。 参考書・ 参考資料等は、 授業中に指示する 。

【 成績の評価方法・ 評価基準】

＊試験は授業内容の理解度を 確認する ために実施する 。
＊宿題や見学のレ ポート などを 真剣に取り 組んでいる か、 提出状況によ っ て評価する 。
＊積極的な授業参加度、 授業態度によ っ て評価する 。



回数
評価
方法

自己
評価

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

自己評価： S： と ても よく でき た、 A： よく でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なかっ た

備考 等

3キャ パシティ ー
会場ごと のキャ パシティ ーを理解し 、 収容人数を設定でき るよう にす
る。

アーティ スト と は

予算管理

2
ラ イ ブ制作につ

いて
ラ イ ブ制作に対する知

識の習得・ 応用

タ イ ムテーブル タ イ ムテーブルについて理解し 、 円滑に物事を進めるこ と ができ る。

チケッ ト に関し て 各券種について学び、 作成するこ と ができ る。

誘導について
安全に対し て危機管理能力を身につけ、 ケースごと の誘導方法について
学ぶ。

3備品管理について学ぶ。

ビ ジネスマナー
に関し て

ビジネススキル
習得

3
ラ イ ブ運営につ

いて
運営に対する
知識の習得

4
ラ イ ブ運営に関

し て
運営に対する
知識の応用

5

備品について

指示板について

マニュ アル

会場の特性

他セク ショ ンの理解

メ ールについて

言葉使い・ 伝え方

服装について

社会人と し て、 ビジネスマナーを習得する

社会人と し て、 ビジネスマナーを習得する

プロモーショ ンに関し て

座席管理

プレイ ガイ ド に関し て 各プレイ ガイ ド に関し て学習し 、 特徴を理解する

チケッ ト 発売スケジュ ール チケッ ト 販売スケジュ ールや発注について理解する

6
プロ モーショ ン

について

宣伝に関する知識や使
用ツール操作技術の習

得
Photoshop講座

7
プレ イ ガイ ド に

ついて

チケッ ト システムを理
解し 、 活用方法を知り

実施する

I l l ust r at or講座 I l l ust r at orの基本操作技術を学習する

Phot oshopの基本操作技術を学習する

I l l ust r at orやPhot oshopを利用し て宣伝材料の作成

会場やセッ ト による見切れ席や座席配置について学習する

3

3

報告書作成

報告

14
修了ラ イ ブ

( 本番)
片柳アリ ーナ
ラ イ ブ制作

企画制作運営

15 総括
修了ラ イ ブの

振り 返り

次回への反省会

反省会

アリ ーナのイ ベント 制作

マネージメ ン ト
と は

マーチャ ンダイ ズや新
人発掘作業に関する知

識

ブッ キング

マーチャ ンダイ ズ

新人発掘

8

9 会場見学
イ ベント の特性により
最適な席次の構築、 安
全にかつ効率よい運営

10 資料作成
見やすい資料作成スキ

ルの習得

舞台機構

会場の特色と 違い

安全性

Excel の使い方

PowerPoi ntの使い方

Wor dの使い方

特殊効果

修了ラ イ ブ
( 本番)

Al chemy-St age
ラ イ ブ制作

11 演出
様々な演出を理解し 、
ラ イ ブを盛り 上げるた

めの知識

12 仕込み練習

制作・ 運営のシミ ュ
レーショ ン、 タ イ ム

テーブルに沿っ て動き
を最終確認

13

次回への反省会

科目名 コ ン サート プロ ダク ト ２  [ コ ン サート 制作コ ース] 2024

英語表記 Concer t  Pr oduct -2 [ Pr oduct i on] 後期

授業テーマ 各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

実施概要書に関し て理解し 、 作成するこ と ができ る。

1
ラ イ ブ制作につ

いて
ラ イ ブ制作に対する知

識の習得

実施概要書

3アーティ スト の特性を理解する。

「 お金」 について理解し 、 ビジネスを理解する。

指示版の重要性について学び、 作成するこ と ができ る。

マニュ アル作り やアンサーシート 等に必要な知識やスキルを学ぶ

3学内施設や都内にある会場、 Zeppの特性を理解する。

テク ニカ ルセク ショ ンの仕事内容について理解する

社会人と し て、 ビジネスマナーを習得する

3

アーティ スト のブッ キングについて学習する

グッ ズ制作や企画について学習する

新人発掘の方法や、 プレゼンテーショ ンスキルを獲得

舞台機構に関し ての知識を習得する。

学内施設や都内にある会場、 Zeppの特性を理解する。

避難方法や、 緊急時対応マニュ アルなどについて学習する。

Mi cr osof t  Of f i ceの基本的な操作を理解する。

3

3

3

3

Mi cr osof t  Of f i ceの基本的な操作を理解する。

Mi cr osof t  Of f i ceの基本的な操作を理解する。

様々な特殊効果による舞台演出ついて理解する。

電飾による舞台演出について学習する。

映像の基本的な知識を学習し 、 演出効果を理解する。

評価方法： 1. 小テスト 、 2. パフ ォ ーマンス評価、 3. その他

電飾

映像

控室準備

運営本部と は

シミ ュ レーショ ン

ラ イ ブハウスのイ ベント 制作

企画制作運営

控え室の基本的な作り 方を学習し 、 アーティ スト ・ スタ ッ フ ケアに関し
て学ぶ

運営本部と し ての機能を理解する

実習の反省と 検証し 、 次回へ向けて課題確認・ 対策する

終了報告書を作成し 、 報告と いう も の重要性を理解する。

終了報告書を作成し 、 報告と いう も の重要性を理解する。

当日のシミ ュ レーショ ンを行う こ と で、 ト ラ ブル回避

ラ イ ブハウス規模の制作・ 企画・ 運営スキルを習得する

ラ イ ブハウス規模の制作・ 企画・ 運営スキルを習得する

実習の反省と 検証し 、 次回へ向けて課題確認する

ラ イ ブハウス規模の制作・ 企画・ 運営スキルを習得する

ラ イ ブハウス規模の制作・ 企画・ 運営スキルを習得する

実習の反省会を実施、 次回へ向けて課題確認する

3

3

3

3



※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを 記入。

科目名 コ ンサート プロダク ト ２  [ コ ンサート Ｐ Ａ コ ース] 年度 2024

Concer t  Pr oduct -2 [ Publ i c Addr ess] 学期 後期

単位数 8 種別※ 実習

英語科目名

学科・ 学年 コ ンサート ・ イ ベント 科 コ ンサート Ｐ Ａ コ ース １ 年次 必／選 必 時間数 240

担当教員 小峰　 建 教員の実務経験 有 実務経験の職種 PA技術者

【 科目の目的】

４ 月から ３ か月間続いた基礎実習期間を 終えてコ ース選択後の実習と なる 。 こ れまでは５ コ ースの内容を 総合的に学ぶ期間だっ た
が、 こ れから の実習はPA( 音響) のみを 学ぶこ と になる ため、 よ り 専門性が増し てく る 。
１ 年生の後期はまずPA( 音響) の基礎知識や結線等手順の習得（ 主にAl chemy-St age・ 実習室における 仕込作業・ ミ キシン グコ ン
ソ ール（ PA卓） の使用方法） を 徹底的に身に付ける こ と が目的であり 目標と なる 。

【 科目の概要】

あと 少し 要努力
ルーブリ ッ ク

評価
レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

優れている

大型ミ キシングコ ンソ ールの
仕組みと エフ ェ ク タ ーをほぼ
理解し ている。
配線と 音出し チェ ッ ク がほぼ
でき る。

・ 小イ ベン ト にて使用する PA機材の使用に際し て使用方法を 習得し 、 注意点などを 学ぶ
・ Al chemy-St ageにて、 ラ イ ブハウスレ ベルの仕込みや各チェ ッ ク 手順を 学ぶ
・ 大型ミ キシン グコ ン ソ ール・ 各エフ ェ ク タ ー、 大型スピ ーカ －の設置や音出し チェ ッ ク 方法を 学ぶ
・ 片柳アリ ーナにて、 大規模会場及び大型ステージ上での仕込みや注意点を 学ぶ
・ 効果測定と し てグレ ード 試験（ 実技試験） を 実施する 。

【 到達目標】

【 授業の注意点】

授業時数の4分の3以上出席し ないも のは評価し ない。 実習やゼミ で一度行っ ただけでは、 自分に身に付く はずはないので必ずメ モ
を 取る 事。 そのメ モは授業などで使う ノ ート ではなく 、 携帯に便利な小型のメ モ帳を 推奨する 。 メ モの取り 方の注意は、 後日自分
で確認し た時に確実に理解出来る よ う に心掛ける 。 分から ない事、 自信がない所は積極的に質問し てその場で解消でき る よ う にす
る 。

評価基準＝ルーブリ ッ ク

よい ふつう

大型ミ キシングコ ンソ ールの
仕組みと エフ ェ ク タ ーを完全
には理解し ていない。
配線と 音出し チェ ッ ク が確実
にでき ない。

到達目標
A

ケーブル・ コ ネク タ ーの種類
や名称などを確実に理解し て
いる。
PAの基本的な配線を１ 人でも
確実にでき る。

ケーブル・ コ ネク タ ーの種類
や名称などを理解し ている。
PAの基本的な配線も でき るよ
う になる。

ケーブル・ コ ネク タ ーの種類
や名称などをほぼ理解し てい
る。
PAの基本的な配線がほぼでき
るよう になる。

ケーブル・ コ ネク タ ーの種類
や名称などを完全には理解し
ていない。
PAの基本的な配線が
確実にでき ていない。

ケーブル・ コ ネク タ ーの種類
や名称などを理解し ていな
い。
PAの基本的な配線が
でき ない。

到達目標
B

大型ミ キシングコ ンソ ールの
仕組みと エフ ェ ク タ ーを理解
し ていない。
配線と 音出し チェ ッ ク ができ
ない。

大型ミ キシングコ ンソ ールの
仕組みと エフ ェ ク タ ーを確実
に理解し ている。
配線と 音出し チェ ッ ク を１ 人
でも 確実にでき る。

大型ミ キシングコ ンソ ールの
仕組みと エフ ェ ク タ ーを理解
し ている。
配線と 音出し チェ ッ ク ができ
る。

ラ イ ブ会場でPAシステムの仕
込み・ 各チェ ッ ク が1人でも
確実にでき る。

ラ イ ブ会場でPAシステムの仕
込み・ 各チェ ッ ク が確実にで
き る。

ラ イ ブ会場でPAシステムの仕
込み・ 各チェ ッ ク がほぼでき
る。

ラ イ ブ会場でPAシステムの仕
込み・ 各チェ ッ ク が確実にで
き ない。

ラ イ ブ会場でPAシステムの仕
込み・ 各チェ ッ ク ができ な
い。

到達目標
C

到達目標
D

簡単な台本に沿っ たフ ェ ー
ダー操作と ミ キシングが1人
でも 確実にでき る。

簡単な台本に沿っ たフ ェ ー
ダー操作と ミ キシングができ
る。

簡単な台本に沿っ たフ ェ ー
ダー操作と ミ キシングがほぼ
でき る。

簡単な台本に沿っ たフ ェ ー
ダー操作と ミ キシングがほぼ
でき ない。

簡単な台本に沿っ たフ ェ ー
ダー操作と ミ キシングができ
ない。

到達目標
E

スピーカ ーチュ ーニング・ ミ
キシングの基礎・ 考え方を確
実に理解し ている。

スピーカ ーチュ ーニング・ ミ
キシングの基礎・ 考え方を理
解し ている。

スピーカ ーチュ ーニング・ ミ
キシングの基礎・ 考え方をほ
ぼ理解し ている。

スピーカ ーチュ ーニング・ ミ
キシングの基礎・ 考え方をあ
まり 理解し ていない。

スピーカ ーチュ ーニング・ ミ
キシングの基礎・ 考え方を理
解し ていない。

【 教科書】

資料を 配布する 。 参考書・ 参考資料等は、 授業中に指示する 。

【 参考資料】

資料を 配布する 。 参考書・ 参考資料等は、 授業中に指示する 。

【 成績の評価方法・ 評価基準】

＊グレ ード テスト を 定期的に行う 。
＊授業内容の理解度を 確認する ために実施する 。
＊積極的な授業参加度、 授業態度によ っ て評価する 。

Ｄ ： 基本的なフ ェ ーダー操作を 覚え、 簡単な台本に沿っ たミ キシン グ操作ができ る 。

Ｃ ： ラ イ ブ会場でバン ド 等出演のPAシステムの仕込み・ 各チェ ッ ク が確実にでき る 。

Ｂ ： 大型ミ キシン グコ ン ソ ールの基本的な仕組みと エフ ェ ク タ ーを 学び、 配線と 音出し チェ ッ ク ができ る よ う になる 。

Ａ ： ケーブル・ コ ネク タ ーの種類や名称などを 知り 、 イ ベン ト 程度のPAの基本的な配線ができ る よ う になる 。

Ｅ ： スピ ーカ ーチュ ーニン グ・ ミ キシン グの基礎・ 考え方を 理解し ている 。



回数
評価
方法

自己
評価

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1
指定
さ れ
た通

　

2

3

自己評価： S： と ても よく でき た、 A： よく でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なかっ た

備考 等

ミ キシン グ
コ ン ソ ールの理
解①

GAI N・ EQ・ AUX
等の動作・ 役割
を 理解する

GAI N　 について

2

2MTX の役割を理解し 使用するこ と ができ る

大型スピ ーカ
の設置

大型スピ ーカ ーの
設置・ 取り 扱い

EQ　 について EQ の役割を理解し 使用するこ と ができ る

科目名

英語表記 Concer t  Pr oduct -2 [ Publ i c Addr ess] 後期

各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

GAI Nの役割を理解し 使用するこ と ができ る

授業テーマ

1

I nser t  について

音波の性質

電気・ 電源

音響機器の仕組み

取り 扱い

仕組み・ 特徴

マルチウェ イ

AUX　 について AUX の役割を理解し 使用するこ と ができ る

Group　 について Groupの役割を理解し 使用するこ と ができ る

配線について 必要な用途により 配線方法の違い学ぶ

操作手順・ 効果 操作手順と その効果を試聴し ながら 学ぶ

5
大型スピ ーカ
の配線

大型スピ ーカ ーの
配線・ 安全確認

音出し チェ ッ ク

6
エフ ェ ク タ ー①
音色補正

イ コ ラ イ ザーの
配線・ 操作

電源確保・ 配線 電源確保や配線手順について学ぶ

音出し 時の手順、 マナーを学ぶ

機材破損・ 自身の安全管理について学ぶ

イ コ ラ イ ザーの種類と 特徴を学ぶ

2

2

破損・ 安全管理

仕組み・ 特徴

他コ ースと 連携

本番の対応

配線作業

音出し チェ ッ ク

台本の理解と 調整

15
グレ ード 試験
➁

CD・ ナレ ーショ ン 等
を 台本通り に音出し
する 作業試験

13
修了ラ イ ブ
本番

全員で公演を 実施 出演者対応

14
修了ラ イ ブ
課題検証

課題取り 組みに対し
て次回に向けた反省

公演の実施

仕込み・ バラ シ

リ ハーサル

エフ ェ ク タ ー➁
空間系

リ バーブ・
ディ レ イ 等の
結線・ 操作

仕組み・ 特徴

配線について

操作手順・ 効果

7

8 FOHｺﾝｿ ﾙー
大型FOHｺﾝｿ ﾙー
の取り 扱い

9 Moni ｺﾝｿ ﾙー
大型Moni ｺﾝｿ ﾙー
の取り 扱い

取り 扱い

配線について

操作手順・ 効果

Moni 卓の役割

Moni スピーカ ー

イ ンサート 回路

ケーブル巻

修了ラ イ ブ
仕込み練習

仕込み作業
実践練習

10
グレ ード 試験
①

仕込み・ 音出し
チェ ッ ク 等の
作業試験

11
ラ イ ブ実習のプ
ラ ン ニン グ

会場・ 出演者に
合わせた
PAシステムを
プラ ン する

12

当事者意識

コ ン サート プロ ダク ト ２  [ コ ン サート Ｐ Ａ コ ース] 2024

スピーカ ーの仕組みと 特徴を学ぶ

マルチウェ イ の仕組みを学ぶ

I ns の役割を理解し 使用するこ と ができ る

音の伝達について学ぶ

2PAで使用する電気・ 電源を学ぶ

マイ ク ・ スピーカ ーの動作原理を学ぶ

重量のある機材の上げ下ろ し ・ 設置を学ぶ

2

2
ミ キシン グ
コ ン ソ ールの理
解➁

Gr oup・ MTX・ I ns
等の動作・ 役割
を 理解する

3 PAゼミ
音響の基礎知識
機器の仕組み
注意点などの理解

4

MTX　 について

2

1

リ バーブ等の種類と 特徴を学ぶ

必要な用途により 配線方法の違い学ぶ

操作手順と その効果を試聴し ながら 学ぶ

重量のある機材の上げ下ろ し ・ 設置を学ぶ

必要な用途により 配線方法の違い学ぶ

操作手順と その機能を試聴し ながら 学ぶ

FOH卓と の違い、 特徴を学ぶ

1

2

2

適切な音つく り ・ 進行はでき たか？

出演者と のコ ミ ュ ニケーショ ンはと れたか？

全コ ース協同で修了公演を実施する

2

サイ ド を含むスピーカ ーの配線を学ぶ

EQのイ ンサート の配線・ 操作法を学ぶ

マイ ク ケーブルを８ の字巻で負けているか？

指定さ れた通り に配線でき ているか？

必要な音出し チェ ッ ク ができ ているか？

2

2

2

評価方法： 1. 小テスト 、 2. パフ ォ ーマンス評価、 3. その他

配線作業

音出し チェ ッ ク

プラ ンニングの実施

意見調整

各種資料の作成

事前の準備

仕込み・ バラ シ

出演者に対し て個人でプラ ンニングを実施する

全員の意見をまと めて仕込み図を作成する

仕込み・ バラ シ作業を適切に行えたか？

他コ ースの連携（ 譲り 合い） はでき たか？

予定外の出来事に対応でき たか？

必要な音出し チェ ッ ク ができ ているか？

台本通り の音量調整ができ ているか？

回線表・ 卓プラ ン・ 機材リ スト など必要な資料を作成する

必要な資料・ 機材が効率的に準備でき たか？

仕込み・ バラ シ作業を適切に行えたか？

全ての作業を自分の仕事だと 認識でき たか？



※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを 記入。

仕込み図を読み取るこ と がで
き 、 自ら 仕込み図をはじ めと
する各種資料を手書き で作成
でき る。 Vect orWor ksや
Mi cr osof t  Of f i ceの基本的な
操作を理解し ている。

仕込み図や各種資料を読み取
るこ と ができ るが、 作成する
こ と も 各ツールの基本的操作
も 理解し ていない。

仕込み図や各種資料を読み取
るこ と ができ ず、 作成するこ
と も 各ツールの基本的操作も
理解し ていない。

Avol i t esの操作を理解し てお
り 、 マニュ アルと 講師の助け
があれば音楽に合わせて演出
を考え、 本番のオペレーショ
ンができ る。

Avol i t esの操作に不安があ
り 、 マニュ アルを用いても 1
人で演出を考えるこ と ができ
ず、 オペレーショ ンにも 不安
がある。

Avol i t esの操作ができ ず、 自
身のメ モを参照し ても 操作を
理解でき ない。 オペレーショ
ンも でき ない。

到達目標
A

仕込み図を読み取るこ と がで
き 、 自ら 仕込み図をはじ めと
する各種資料をVect orWor ks
やMi cr osof t  Of f i ce を用い
て作成するこ と ができ る。

仕込み図を読み取るこ と がで
き 、 自ら 仕込み図をはじ めと
する各種資料を手書き も し く
はMi cr osof t  Of f i ceを用いて
作成するこ と でき る。

Avol i t esの操作を理解し てお
り 、 New Showの状態から 音楽
に合わせて演出を考え、 本番
のオペレーショ ンまでを1人
で行う こ と ができ る。

Avol i t esの操作を理解し てお
り 、 マニュ アルを参照し なが
ら 音楽に合わせて演出を考
え、 本番のオペレーショ ンが
でき る。

科目名 コ ンサート プロダク ト ２  [ コ ンサート 照明コ ース] 年度 2024

Concer t  Pr oduct -2 [ Li ght i ng] 学期 後期

単位数 8 種別※ 実習

英語科目名

学科・ 学年 コ ンサート ・ イ ベント 科 コ ンサート 照明コ ース １ 年次 必／選 必 時間数 240

担当教員 島立　 麦人 教員の実務経験 有 実務経験の職種 照明技術者

【 科目の目的】

４ 月から ３ か月間続いた基礎実習期間を 終えてコ ース選択後の実習と なる 。 こ れまでは５ コ ースの内容を 総合的に学ぶ期間だっ た
が、 こ れから の実習は照明のみを 学ぶこ と になる ため、 よ り 専門性が増し てく る 。 １ 年生の後期はまず照明の基礎知識（ 片柳ア
リ ーナにおける 照明仕込作業・ Al chemy-St ageにおける 照明仕込作業・ 各種照明操作卓の使用方法） を 徹底的に身に付ける こ と が
目的であり 目標と なる 。

【 科目の概要】

・ Avol i t es社製の照明操作卓の使用方法を 習得する
・ 片柳アリ ーナにて、 会館管理機材の使用に際し ての注意点などを 学ぶ
・ 片柳アリ ーナにて、 大規模会場及び大型ステージ上での仕込みや注意点を 学ぶ
・ Al chemy-St ageにて、 ラ イ ブハウスレ ベルの仕込みや注意点を 学ぶ
・ 多く の機材の名称や用途を 覚える
・ グレ ード 試験を 半期に１ 度実施する 。

【 到達目標】

Ａ ： 仕込み図を 読み取る こ と ができ 、 ツ ールを 用いて自分で作成する こ と ができ る
Ｂ ： Avol i t es社製の照明操作卓を 自分で操作し て、 自分で照明を デザイ ン でき る よ う になる
Ｃ ： Capt ur eを 用いてシミ ュ レ ータ ーを 作成し 、 本番の演出を 検討する こ と ができ る
Ｄ ： ピ ン スポッ ト については片柳アリ ーナの広さ を 活かし 、 精度の高い技術を 追求する
Ｅ ： 他のセク ショ ン のこ と も 考え、 譲り 合いながら 仕込作業を 進める こ と ができ る
・ スタ ッ フ と し て必須になる 自発的なコ ミ ュ ニケーショ ン 力を 身に付ける
・ 時間を 遵守する ／作業時はタ イ ムキープし 、 丁寧かつ迅速な作業ができ る よ う 心掛ける

【 授業の注意点】

授業時数の4分の3以上出席し ないも のは評価し ない。 実習やゼミ で一度行っ ただけでは、 自分に身に付く はずはないので必ずメ モ
を 取る 事。 そのメ モは授業などで使う ノ ート ではなく 、 携帯に便利な小型のメ モ帳を 推奨する 。 メ モの取り 方の注意は、 後日自分
で確認し た時に確実に理解出来る よ う に心掛ける 。 分から ない事、 自信がない所は積極的に質問し てその場で解消でき る よ う にす
る 。

評価基準＝ルーブリ ッ ク

ルーブリ ッ ク
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力ふつう あと 少し優れている よい

到達目標
B

到達目標
C

Capt ur eの操作を理解し てお
り 、 自ら シミ ュ レータ を組み
立てDMXセッ ティ ングも 自分
で行い演出を検討する段階ま
で1人で作業ができ る。

Capt ur eの操作を理解し てい
るが、 自ら シミ ュ レータ を組
み立てるこ と に不安がある。
チームでなら 演出を検討する
段階までの作業ができ る。

Capt ur eの操作を理解し てい
るが、 マニュ アルと 講師の助
けがないと 演出を検討するま
での作業ができ ない。

Capt ur eの操作に不安があ
り 、 マニュ アルを用いても 1
人で演出を検討するまでの作
業に至ら ない。

Capt ur eの操作ができ ず、 自
身のメ モを参照し ても 操作を
理解でき ないため演出を検討
するまでの作業に至ら ない。

ピンスポッ ト のフ ォ ロー操作
については慣れが必要であ
り 、 譜割り と キュ ー出し につ
いて理解をし ていない。

ピンスポッ ト の基本的操作を
理解し ておら ず、 譜割り や
キュ ー出し を行う 段階にな
い。

到達目標
E

手順を把握する意欲がなく 、
指示があっ ても 従わず動かな
い。

【 教科書】

舞台・ テレ ビ ジョ ン 照明＜基礎編＞( 日本照明家協会出版) 、 現場で役立つ舞台関係用語集ステージ・ PA・ 照明用語事典( リ ッ ト ー
ミ ュ ージッ ク )

【 参考資料】

資料を 配布する 。 参考書・ 参考資料等は、 授業中に指示する 。

【 成績の評価方法・ 評価基準】

＊試験は授業内容の理解度を 確認する ために実施する 。
＊宿題や見学のレ ポート などを 真剣に取り 組んでいる か、 提出状況によ っ て評価する 。
＊積極的な授業参加度、 授業態度によ っ て評価する 。

コ ンサート の本番に向けた仕
込みにおいて、 他のセク ショ
ンの作業まで把握し 、 譲り 合
いながら 作業を進めるこ と で
き る。

照明における機材準備や搬
入、 仕込みやシュ ート の手順
まで全て理解し ており 、 時間
を守り ながら 進めるこ と がで
き る。

照明における機材準備や搬
入、 仕込みやシュ ート の手順
まで全て理解し ているが、 基
本的に誰かの指示に従い動い
ている。

手順を把握するこ と ができ
ず、 全て誰かの指示に従い動
いている。

到達目標
D

ピンスポッ ト のフ ォ ロー操作
を確実に行う こ と ができ 、 自
ら 事前に譜割り を作成し 、
キュ ー出し 指示も 自分の判断
で行える。

ピンスポッ ト のフ ォ ロー操作
を行う こ と ができ 、 自ら 事前
に譜割り を作成でき るが、
キュ ー出し 指示は少々の不安
がある。

ピンスポッ ト のフ ォ ロー操作
を指示に従っ て操作するこ と
ができ るが譜割り と 、 キュ ー
出し については不安がある。



回数
評価
方法

自己
評価

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

自己評価： S： と ても よく でき た、 A： よく でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なかっ た

備考 等

5

6
Avol i t es
練習

7
Avol i t es
実践

8
色照明
デザイ ン 講座

13

14

9
ムービ ン グ
デザイ ン 講座

Avol i t es
講座

仕込み等の
作業試験

シミ ュ レ ータ
作成講座

15

Avol i t es
成果発表

修了ラ イ ブ

10 電気講座

11
グレ ード 試験
＜筆記＞

12
グレ ード 試験
＜実技＞

Capt ur e
講座

1

2
ピ ン スポッ ト
練習

片柳アリ ーナ
ピ ン スポッ ト 練習

機材について

操作について

3

安全管理について

ピン仕込みについて

4

仕込み
練習

片柳アリ ーナ
仕込み練習

仕込みについて

機材について

安全管理について

ピン仕込みについて

ピ ン スポッ ト
練習

Al chemy-St age
ピ ン スポッ ト 練習

仕込み作業の手順について理解する

2片柳アリ ーナ所有機材の内容について理解する

会場指定の安全マニュ アルについて理解する

仕込み作業の手順について理解する

2片柳アリ ーナ所有機材の内容について理解する

会場指定の安全マニュ アルについて理解する

足場を用いたピン台と 機材仕込みを理解する

2

OnPCと の接続について

暖色について

生明かり について

機材について

各灯体の機能

実践する

家庭用電源について

送電方法について

機材について

操作について

機材について

操作について

特性について

電源計算など

電源関係

機材関係

安全関係

一般照明仕込み

LED灯体仕込み

Patchについて

Ef f ectについて

その他設定について

打ち込みについて

修正について

各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

後期

授業テーマ

科目名 コ ン サート プロ ダク ト ２  [ コ ン サート 照明コ ース] 2024

英語表記 Concer t  Pr oduct -2 [ Li ght i ng]

筆記試験内容に拠る

筆記試験内容に拠る

筆記試験内容に拠る

オペレーショ ン

寒色について

片柳アリ ーナ専用のピンスポッ ト を理解する

各種レバー等の操作や技術について理解する

仕込み
練習

Al chemy-St age
仕込み練習

仕込みについて

機材について

Pat ch等
操作練習

演出を ソ フ ト に打ち
込んでみる

一般照明によ る
色照明講座

基本操作講座

ムービ ン グによ る
演出講座

電気基礎知識

後期の成績認定のた
めの試験

全学生で公演時の仕込みを検討する

2Vect orWor ksにて仕込み図を作成する

全コ ース協同で修了公演を実施する（ アーティ スト 有）

評価方法： 1. 小テスト 、 2. パフ ォ ーマンス評価、 3. その他

正し く 吊り こ みができ ているか

吊り こ みの制度と アド レス等設定の正確さ

綺麗に正し く 配線でき ているか・ シュ ート の精度

ステージ、 ト ラ ス等の設置について

一般照明と フ ィ ク スチャ ーの選び方、 設置方法について

操作卓のソ フ ト と シミ ュ レータ ーの接続について

課題曲に対し て個人でプラ ンニングを実施する

シミ ュ レータ ーの組立

灯体の設置と Pat ch

プラ ンニングの実施

演出の概要の発表

発表会

仕込み内容の検討

各種資料の作成

公演の実施

曲に合わせた
演出発表

全員で公演を 実施

配線・ シュ ート

2

2卓マニュ アルを用いて機能を理解する

機材特性について理解する

2

演出の意図のプレゼンテーショ ンの実施

全体発表会にて作成し たシミ ュ レータ ーを用いて発表

DMXセッ ティ ング等外部連携の設定を学ぶ

自分で作成し た演出をRecor dする

Avol i t es社の機材について理解する

ブレーカ ー等の扱いについて理解する

Al chemy-St age専用のピンスポッ ト を理解する

各種レバー等の操作や技術について理解する

2

2

2

2

灯体ごと のPatchの仕方を学びパレッ ト を作る

卓独自の機能を用いて灯体を動かす

2

2

2

実際に卓を用いて動かし てみる

一般家庭で用いら れる電源について学ぶ

コ ンサート で用いら れる送電方法を学ぶ

許容電気容量を理解し て仕込み図作成に活かす

2

Recor dし た演出を修正する

それら を曲に合わせて操作する

色で雰囲気を作る演出方法を学ぶ

色で雰囲気を作る演出方法を学ぶ

色で雰囲気を作る演出方法を学ぶ

学校所有のムービングスポッ ト を把握する

灯体ごと のゴボ等の機能を理解する



※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを 記入。

必要な作業に対し 段取り を
把握し ている

舞台監督に
出さ れた指示を
的確に実施でき る

舞台監督に出さ れた必要な
作業を
把握でき ていない

道具帳通り に作成
、 加工が出来る

道具帳通り に
部材の
寸法と 員数を
用意でき る

提示さ れている
道具帳が
理解でき ない

到達目標
A

舞台監督と し て
出演者と スタ ッ フ を まと め
て導ける

舞台コ ース内で
的確に
指示が出せる

舞台美術と し て
デザイ ン と 製作、 必要な加
工が
出来る

デザイ ン さ れた
製作物に対する
道具帳を 作製
出来る

科目名 コ ンサート プロダク ト ２  [ コ ンサート 舞台コ ース] 年度 2024

Concer t  Pr oduct -2 [ St age] 学期 後期

単位数 8 種別※ 実習

英語科目名

学科・ 学年 コ ン サート ・ イ ベン ト 科 コ ン サート 舞台コ ース １ 年次 必／選 必 時間数 240

担当教員 嶋田　 円歌 教員の実務経験 有 実務経験の職種 舞台監督

【 科目の目的】

全国各地にある コ ン サート やイ ベン ト 会場の制作、 音響、 照明、 舞台、 と 振り 分けている 場合が多いが、 その中の舞台が求めら れ
ている 知識や技術を 身に着ける こ と を 目指す。 特にそれら すべてを まと める 舞台監督に必要な知識、 技術の習得を 目指し 、 他セク
ショ ン の概要にも き ち んと 興味を 持ち 理解と 協力を 相互に得ら れる よ う にする こ と を 目指す。 またコ ース設定にないセク ショ ン
（ 特殊効果、 電飾、 映像、 レ ーザー、 電源、 ト ラ ン スポート 他） イ ベン ト ごと に必要性が派生し たも のについても 積極的にアプ
ロ ーチ出来る よ う になる こ と を 目指す。

【 科目の概要】

コ ン サート やイ ベン ト などの舞台監督及び大道具スタ ッ フ を 目指す。 舞台監督と し ては基本的な知識の理解を 深め、 全セク ショ ン
のリ レ ーショ ン を 良好に保つための方法論を 学びその実践を 行う 。 大道具スタ ッ フ と し ては基本的な知識の理解及び必要な部材の
理解や工具の使用法を 習得する 。 またコ ン サート の美術においては、 求めら れる 美術セッ ト によ っ て複合的な要素を 求めら れる 。
なかでも 現場では様々な役割を 持っ たスタ ッ フ が円滑なコ ミ ュ ニケーショ ン を 図れる よ う に、 スタ ッ フ 間の相互理解を 深めていく
ために、 プラ ン ニン グ、 仕込み、 リ ハーサル、 本番、 撤収を 反復し ていく 。

【 到達目標】

A.  舞台監督スキルが身についている 。 他セク ショ ン の仕事を 理解し 、 必要な資料を 作成し 作業を 指示でき る 。
B.  舞台美術スタ ッ フ と し て、 デザイ ン を 考え、 それを 作製する 作業ができ 、 仕込むこ と が出来る 。
C.  Vect or  Wor ks で3面図、 必要に応じ て３ D、 道具帳、 Excel でタ イ ムスケジュ ール、 進行表、 譜割り が作成でき る
D.  イ ン ト レ 3連3段1基を 6人で15分で完成さ せら れる 。 その作業に必要なコ ミ ュ ニケーショ ン が取れる 。
E.  リ ハーサルや本番を 進行する にあたり 、 それに必要な作業と コ ミ ュ ニケーショ ン が取れる 。

【 授業の注意点】

遅刻厳禁。 実際の現場に於いて限ら れた時間の中でのタ イ ムテーブル通り の進行は必須と なる こ と から 、 周囲への注意喚起を する
こ と 、 その説得力を 持つために自ら を 律する こ と が大切である 。
重量物や長尺物などを 扱う 際の、 安全面には十分気を 付けた上で、 相応し い服装や装備の準備が必要。
一度実現、 実施でき たこ と も 、 必ず記録を 取り 、 反復練習し て確実に自分の実力と する こ と 。

評価基準＝ルーブリ ッ ク

ルーブリ ッ ク
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力ふつう あと 少し優れている よい

到達目標
B

到達目標
C

Excel
Vect or Wor ksを
確実に使える

道具帳を
Vect or  wor ksで
作成でき る

三面図を
Vect or  Wor ksで
作成でき る

タ イ ムテーブル、
進行表、 譜割り を
Excel で
作成でき る

必要な資料を
パソ コ ン で
作れない

足場組立特別講習
フ ルハーネス講習
のう ち 一つ修了

足場組立特別講習
フ ルハーネス講習
未終了

到達目標
E

作業内容を
把握でき ていない

【 教科書】

舞台用語辞典、 足場組立講習資料、 フ ルハーネス特別教育資料、 Vect or wor ks参考書等

【 参考資料】

必要に応じ てレ ジュ メ ・ 資料を 配布。 参考書・ 参考資料等は、 googl e cl ass r oomなどで提示、 共有。

【 成績の評価方法・ 評価基準】

＊試験と 課題を 総合的に評価する 。
＊積極的な授業参加度、 授業態度によ っ て評価する 。
＊授業時間内に行われる 発表方法、 内容について評価する

本番に必要な
作業を
安全迅速に
実現でき る

本番に必要な
作業において
必要な指示が何かを 理解し
ている

本番に必要な
作業で指示を
受けて作業でき る

安全、 迅速を
理解でき ている

到達目標
D

イ ン ト レ
組立作業で的確な手順で
指示が出せる

イ ン ト レ
組立作業で
指示通り
作業でき る

足場組立特別講習
フ ルハーネス講習
両方修了



回数
評価
方法

自己
評価

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

自己評価： S： と ても よく でき た、 A： よく でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なかっ た

備考 等

5

6
VECTORWORKS
基本操作①

7
VECTORWORKS
基本操作②

8 仕込練習①

13

14

9 仕込練習②

舞台資料作成②

美術セッ ト 製作

仮組

15

修了ラ イ ブ
実習⑤

グレ ード 試験

10
修了ラ イ ブ
実習①

11
修了ラ イ ブ
実習②

12
修了ラ イ ブ
実習③

修了ラ イ ブ
実習④

1

2
足場組立
特別講習

舞台美術の必要要素
である 足場組立の受
講

施工手順

安全

3

安全

記載項目の理解

4

基本的な
舞台用語習得

各資料作り に必要と
なる
舞台用語の理解

舞台設備

部材名称

作業内容と 資料

使用部材

舞台資料作成①
タ イ ムテーブル
作成

理由と 目的の理解と 習得

1正確で迅速な着脱手順の習得

確実に性能を 発揮でき る よ う な利用方法

上手、 下手等　 舞台設備の用語理解

1材料、 材質、 工具、 加工方法等の用語理解

作業内容、 作成資料の構成要素等の用語理解

理由と 目的の理解と 習得

1

調整と 修正

作業手順と 運搬

正確な墨出し

正確な設置

必要な加工と 組立

修正と 仕上げ

制作スケジュ ール

タ イ ムテーブル

優先順位の理解

資料のレ イ アウト

記載項目の理解

演出実現の理解

資料のレ イ アウト

進行表

舞台図面

道具帳

部材リ スト 等

部材の加工

施工方法

平面図

正面図

側面図と パース

部材のサイ ズ

部材の加工方法

各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

後期

授業テーマ

科目名 コ ン サート プロ ダク ト ２  [ コ ン サート 舞台コ ース] 2024

英語表記 Concer t  Pr oduct -2 [ St age]

出演者と 舞台美術の正確な墨出し

各部材の詳細な寸法と 加工方法の把握

必要な材料の種類と 数の正確な把握

必要材料数の把握

部材準備の手順

正確で迅速な着脱手順の習得

確実に性能を 発揮でき る よ う な利用方法

フ ルハーネス
特別講習

高所作業の必要要素
である フ ルハーネス
着用の受講

必要性の理解

着脱方法

三面図の
理解と 作成

道具帳　 切出図
の理解と 作成

必要部材の準備と
バミ リ

進行表作成

基本的なセッ ト
の組立てと 仕込み

プラ ン ニン グ

セッ ト デザイ ン

６ 人程度のチームで３ 連３ 段単基を 組立

1６ 人程度でバン ド の仕込み図の墨出し

舞台用語や部材等の名称と 使用方法の理解

評価方法： 1. 小テスト 、 2. パフ ォ ーマンス評価、 3. その他

切出し 、 塗装、 研磨、 機構などの確認

吊り 物、 置物等、 各々に適し た加工

仕込み時間に収まり 、 完成度を 上げる 仕上げ

組立、 設置、 吊り 、 転換等の確認

仕込みと 加工の方法の最適な手順の確認

完成度の向上の為の修正点を 確認

全セク ショ ン と の共同作業の実施

仕込み作業

段取り 確認

仕込み作業

リ ハーサル実施

本番実施

足場（ イ ン ト レ ）

舞台バミ リ

用語と 部材

リ ハーサル
本番

チームでの実技と
個人の筆記
によ る 実施

修正と 仕上げ

1

1実現に必要なコ ミ ュ ニケーショ ン の理解

用紙に対し て見易さ と 無駄を 省く こ と を 意識

1

達成目標の再現と 向上のための修正

安全かつ時間厳守さ れた効果測定実施

構造説明と 共有において必要に応じ て作成

美術セッ ト の作成する ための正確な寸法出し

曲順、 時間、 演出内容などを 明確に表記

各セク ショ ン の必要作業内容の理解

実現に必要な作業の手順と 時間を 把握

用紙に対し て見易さ と 無駄を 省く こ と を 意識

2

2

2

2

出演者、 楽器、 舞台美術の配置

正確な寸法のステージデザイ ン の作成

1

1

2

本番を 想定し た精度や質の向上

本番日に向けた作業工程を 立案、 実施

各作業日の全セク ショ ン の時間と 順番の把握

本番の実施内容を 詳細に記載し 把握する

2

正確に切出し 加工する 為の手順と 方法の把握

部材の種類と 寸法と 員数の把握

部材の種類と 数を 正確に準備する

安全かつ迅速、 無駄を 省いた手順で実施する

正確かつ迅速で、 明確な位置を 出す。

バミ リ 通り に確実に墨出し と 設置を する

吊り 方、 建て方などの方法を 確認する


	コンサートプロダクト１基礎実習
	コンサートプロダクト２企画コース
	コンサートプロダクト２制作コース
	コンサートプロダクト２ＰＡコース
	コンサートプロダクト２照明コース
	コンサートプロダクト２舞台コース

